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書評 原伸子著『ジェンダーの政治経済学』 









































 第１章 「新家庭経済学」における家族 
 第２章 フェミニスト経済学の成立 
 第３章 フェミニスト経済学における家族分析 
 第３章・補論 産業革命期イギリスにおける家族と児童労働 
第Ⅱ部 社会的再生産とケア 
 第４章 家族政策の主流化と経済的シチズンシップ 
 第５章 労働のフレキシビリティとケア 
















－ 27 － 
 １．理論的立脚点＝方法論的基準の明示（先行学説＝論争史の批判的総括を通じる） 
 





























 ついで著者は、「第Ⅱ部 社会的再生産とケア」の主部を構成する、「第６章 ３ ケアレジー

































－ 29 － 
「分裂」が生じていることを踏まえ、ホワイトの「経済的シチズンシップ」論を主な足がかり
としつつ、市民的諸権利と社会的諸権利を再「統一」へ導く環として、ケアの視点を包含する
























０章 ２ 「労働規律」の形成による仕事と生活の分離」から同章「３ 3.2(1) EU 雇用政策にお





－ 30 － 
ク・ファミリー・バランス（以下、WFB と略）の論理を内包するものとしての、「労働」と「ケ






































障を軸とする WFB の論理を内包した WLB 政策か、という政策思想上の分岐点の提起である
（229－230 頁）。 
そして、同章「３ 3.1 「ジェンダー平等政策」「取り込み」「開放的調整政策」」、同章「３ 3.2(2) 
社会的投資アプローチ－WFB 政策から WLB 政策へ」、同章「３ 3.3 「福祉の契約主義」とワー
ク・ライフ・バランス政策」において、資本蓄積の論理が主導する新たな「雇用戦略」と普遍
的な「ケア」の論理を核に持つ WFB 思想の対抗の中で動揺する EU の葛藤を示しつつ、EU の





















































－ 33 － 
ルジ・ルカーチ〔1921〕「マルクス主義者としてのローザ・ルクセンブルク」〈城塚登・古田光
訳〔1991〕『歴史と階級意識』第 2 章所収 白水社）の観点をどこまでも貫徹させようと、謙虚
に、しかし不退転の姿勢をもって追究した書であるということに尽きる。本書を評する機会を
授かれたことを、評者は一学徒として仕合わせに思う。 
（了） 
